
プロジェクト演習科目　リアルワークプロジェクト募集要項2026 
 

後期 HAPii+2026 ホスピタルアートプロジェクト 
 

‐医療現場をアートとデザインの力で応援する‐ 
 

病気やけがをした時にお世話になる病院。 
アートやデザインの力で医療従事者と患者さんを応援するプロジェクトです。 
今回は、HAPii+初の個人の医院となる岩本診療所・小児科（大阪）と済生会滋賀県病院・新病棟（滋賀県）になります。医療

従事者と打ち合わせを重ねながら、いっしょに考え、つくり上げていきます。 
応募をお待ちしております。 
 

     
 

応募期間  9月24日(木) 17：00 〜 9月30日(水) 23:59 
エントリーフォームから応募 

❏​単位認定　2単位　（自由選択科目・準正課科目） 

❏​参加対象　全学科・1~4年　  

❏​定員　30名程度 

❏​活動日　月曜日5限・定例ミーティング／定期開催   

❏​  担当教員　​
由井 武人 （特任講師)    箭内 新一（芸術教養センター）　​
連携協力：  秋山愛夏（社会医療法人同仁会 耳原総合病院）　楠本祥子（株式会社 大伸社ディライト） 

❏​プロジェクトの特徴　(経験できること、身に付く力) 

●​ 全国で取り上げられることが多くなったホスピタルアートを学生の立場で経験・実践することができる。 
●​ 医療現場の実情を知り、社会に不可欠な施設に対して芸術がどのように貢献できるかを実感できる。 
●​ 社会に対して制作や企画運営を自分たちで進めていくことで、主体的に活動できる力が身につく。 

 

❏​スケジュール（概要）※予定は変更になることがあります。 

日時 内容 

9月24日（木） 
9月24日（木）～30日（水） 
10月5日（月）5限　 
10月中旬 
11月下旬 
12月中旬 
1月下旬 
2月上旬 
3月上旬 

全体説明会 
書類選考の上、一次選考結果通知 
HAPii＋説明会の参加必須の後、最終選考 
病院とのデザイン案意見交換会・デザイン方向性の決定 
中間プレゼンテーション（岩本診療所） 
最終プレゼンテーション（岩本診療所） 
ブラッシュアップ（岩本診療所）・中間プレゼンテーション（済生会） 
現地制作・施工→完成（岩本診療所） 
済生会滋賀県病院最終プレゼンテーション 
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ロ​ 応募にあたっての注意事項 

　　      ・班ミーティングなど、定例ミーティング以外の活動時間があります。 
　      ・済生会滋賀県病院は、後期はデザイン案提示のみ、27年前期に施工。 
　　  ・施工案件が依頼によって期間中に増えることもあります。 
　　  ・初回のHAPii＋説明会の参加は必須として、最終選考とする。 
 
ロ​ 応募方法​

下記リンク、もしくはQRコードのリンク先のエントリーフォームから応募をしてください。​
※応募者多数の場合はエントリーシートの内容もふまえ担当教員と面談し、メンバーを決定します。 

 

【エントリーフォーム】 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc6SjPegQCnlDgmuyQAl3FlNJE13DpYrCiqprj5zwNcEYgzYQ/viewfor
m?usp=header 

 

❏​問合せ先（応募先ではありません）: 芸術教養センター（プロジェクト担当）project@office.kyoto-art.ac.jp 
 

 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc6SjPegQCnlDgmuyQAl3FlNJE13DpYrCiqprj5zwNcEYgzYQ/viewform?usp=header
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